






妊産婦死亡,周産期児死亡の原因として,妊娠に固有の合併症である妊娠中毒症の占める位

置は大きく,本症の管理の在りかたに尚一層の改善を必要とする。過去 2ヶ年における本課

題への取り組みは,昭和58年度,59年度の研究報告内容として記述した如くであるが,昭和

60 年度は新しい研究内容を盛り込み,本研究の最終的な纏めを行うべく努力した。 

すなわち本症の病態に関する概念の整理,本症発症の臨床的背景,病型・重症度別の母児の

予後検討を行い,それにもとづき母児両面での安全管理を目的とした治療法の再検討およ

び,妊娠中絶の基準の設定を行ったものである。 


